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主
な
で
き
ご
と

寺
井
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リニューアルした寺井体育館アリーナ

有
限
会
社
岡
元
農
場
が

日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞

左から JA 根上吉岡康廣代表理事組合長、岡元農場岡元
豊代表取締役、井出市長、JA根上角越茂樹専務理事

3
月
18
日
、
有
限
会
社

岡
元
農
場
代
表
取
締
役
の

岡
元
豊
さ
ん
が
、
第
51
回

日
本
農
業
賞
大
賞
の
受
賞

の
喜
び
を
井
出
市
長
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
農
業
賞
は
、
意
欲

的
に
経
営
や
技
術
の
改
革

に
取
り
組
み
、
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
農
業

者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

岡
元
さ
ん
は
、
市
の
伝
統

野
菜
で
あ
る
加
賀
丸
い
も

の
普
及
や
農
業
に
お
け
る

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

教
育
委
員
に
竹
本
里
奈
さ
ん
を
任
命

辞令を受け取る竹本里奈委員

最
先
端
技
術
の
導
入
、
女

性
の
活
躍
推
進
、
長
年
に

わ
た
る
食
育
活
動
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
、
大
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

岡
元
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
花
が
咲

い
た
。
今
後
は
若
手
農
業

者
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を

入
れ
て
い
き

た
い
」
と
意

気
込
み
を
語

っ
て
い
ま
し

た
。

3
月
25
日
、
新
た
に
教

育
委
員
と
な
っ
た
竹
本
里

奈
さ
ん
（
牛
島
町
）
の
任

命
式
を
市
役
所
で
行
い
ま

し
た
。

　

現
役
で
子
育
て
を
し
て

い
る
竹
本
さ
ん
は
「
子
ど

も
の
考
え
方
や
感
じ
方
を

大
切
に
、
母
親
目
線
で
能

美
市
の
教
育
全
体
を
見
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

竹
本
さ
ん
の
任
期
は
、

同
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

３
月
25
日
、
寺
井
体
育
館
の

改
修
工
事
が
完
了
し
、
利
用
を

再
開
し
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
床
を
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
が
高
い
体
育
館
用
フ
ロ
ア
シ

ー
ト
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
膝

や
腰
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
さ
さ
く
れ
に
よ
る
け

が
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
利
用

者
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
外
壁
の
劣
化
部
分

を
補
修
し
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を

更
新
す
る
こ
と
で
、
建
物
の
長

寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
外
観

を
刷
新
し
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
に
は
空
調
設
備
を

設
け
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
快
適
に
ス
ポ
ー

ツ
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

指
定
避
難
所
と
し
て
必
要
な
環

境
を
整
え
、
災
害
に
対
応
で
き

る
よ
う
備
え
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
費
、
設
計
・
監

理
費
を
含
め
た
総
事
業
費
は

２
億
３
８
９
万
３
千
円
で
、
独

立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

Hot
news市の魅力を PR

プレ九谷茶碗まつりを開催

　４月 16 日、17 日の２日間、イオンモール新小松で「プレ九
谷茶碗まつり」を開催しました。九谷焼販売のほか、今年は新た
に能美市在住の女性クリエイターたちの手で企画・制作された
アクセサリー「Wear KUTANI」や雑貨シリーズ「with KUTANI」
の販売、第２回のみブランド認証品（本紙 30、31 ページ掲載）
の販売を行い、つくり手のこだわりと技が光る逸品の数々を通
して、能美市の “ええもん” を PR し、多くの来場者で賑わいま
した。
　またウルトラマンシリーズや星のカービィなどの九谷焼絵付け体
験には、多くの親子連れが参加し、好評を博しました。ほかにも、
ひぽ能んとゆず美んの登場や館内サイネージでの観光 PR動画の放
映など、さまざまな方法で市の魅力を発信しました。

第２回のみブランド認証品販売

将来にわたる「互助活動」を
のみ地域力強化支援ファンド採択式および活動計画報告会

　3月 16日、のみ地域力強化支援ファンド採択式および活動計画
報告会が市役所で行われました。今回、採択された団体は、子ど
もの居場所づくりに取り組む「こども食堂 I・RO・DO・RI ひろば」、
買い物送迎支援などに取り組む「認定NPO法人えんがわ」の 2団
体です。井出市長は「それぞれ市のモデルとなる団体で、悩んで
いる子どもたちや高齢者の心の彩りになる活動だと思う。さらに
活動の幅が広がり、深まるよう多方面から支援させていただきた
い」とエールを送りました。

新たに採択された２団体

「買い物送迎支援」
　生活支援サービス
希望者を援助し、住
民の安全安心を守
り、豊かな空間を創
造することを目的
として、買い物送迎
やふれあい市、困りごとの相談支援などを行ってい
ます。
　買い物送迎については、近隣の福祉施設から車両
を借り、毎週火曜日に商業施設への送迎を行ってい
ます。ふれあい市は毎週土曜日に開催し、地産地消
の野菜やお米、果物などを販売して、高齢者の外出
の機会創出につなげています。
　これからも活動を通し、高齢者や障がい者、子ど
もが暮らしやすいまちづくりを目指していきます。

　☎ 57‐4458（事務局長 金澤 清之）

「居場所づくり」
　不登校・相談室
登校の生徒の居場
所づくりを目的に、
週１回集える場所
を提供しています。
　学校の相談体制
に加えて、生徒一人一人に向き合う時間を確保する
ため、必要に応じて話し相手や、やりたいことなど
の興味に合わせた大人をコーディネートしていく活
動を行っています。また年に数回、一緒に食事がで
きる場をつくり、人とふれあい、役割を持つ体験を
企画しています。
　活動を通じて、学力以外の生きる力を育むことや、
学校や家庭以外で子どもたちを見守る人がいる地域
づくりに取り組んでいます。

　☎ 090‐9762‐2496
　　　　　　 （事務局 近藤 沙夜里）

「
能
美
市
の
農
業
の
牽
引
役
（
Ｔ
Ｏ
Ｗ
）」

と
し
て
活
躍
す
る
米
農
家
３
名
（
岡
元
豊

さ
ん
含
む
）
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
「
牽
引
」
は
英
語
で

「
Ｔ
Ｏ
Ｗ
」

のびのびと過ごせる子どもの居場所 買い物送迎支援を利用する市民

能
美
市
九
谷
焼
美
術
館「
体

験
館
」
で
も
絵
付
け
体
験

が
で
き
ま
す

避難所

©Nintendo / HAL Laboratory, Inc.
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市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

更
新
し
た
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車

　

市
消
防
団
辰
口
分
団
配

備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

た
た
め
、
車
両
を
更
新
し

ま
し
た
。

　

新
た
な
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
、
真
空
ポ
ン
プ
の

排
気
量
が
従
来
よ
り
も
大

き
い
も
の
に
変
わ
り
、
防

火
水
槽
や
自
然
水
利
か
ら

辰
口
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
導
入
し

た
救
急
車

寺
井
消
防
署
に
救
急
車
を
配
備

退
任
の
人
権
擁
護
委
員
に
感
謝
状
・
表
彰
状
を
贈
呈

　

長
き
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
地
域
の
人

権
擁
護
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
2
名
が
3

月
31
日
を
も
ち
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
在
任
中
の
功
績
に

対
し
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
、
石
川
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
12
日
、
市
役
所
で
感
謝
状
、
表
彰
状
の
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
14
日
、
法
務
局
小
松
支
局
で
、

今
年
度
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
な
ら
れ
る
5
名
（
3
名

は
再
任
）
の
委
嘱
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
感
謝
状
（
法
務
大
臣
）

荒
木
祐ゆ

う

子こ

◆
表
彰
状（
石
川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長
）

吉
田
猛た

け

志し

◆
委
嘱
状

元
山
洋ひ
ろ
し（
再
任
）

村
本
淳じ

ゅ
ん
こ子（

再
任
）

朝
倉
裕ひ

ろ

樹き
（
再
任
）

本
多
千ち

種ぐ
さ

（
新
任
）

玄
田
秀ひ
で
あ
き昭
（
新
任
）

市
内
企
業
18
社
に
助
成
金
を
交
付

3
月
24
日
、
産
業
振
興
奨
励

助
成
金
、
企
業
立
地
促
進
助
成

金
、
宿
泊
施
設
立
地
促
進
助
成

金
の
交
付
式
を
市
役
所
で
行
い
、

井
出
市
長
が
交
付
対
象
の
各
企

業
の
代
表
者
に
交
付
決
定
通
知

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
奨
励
助
成
金
は
、

市
内
で
工
場
な
ど
の
新
設
・
増

設
や
機
械
設
備
に
一
定
額
以
上

の
投
資
を
行
っ
た
企
業
に
助
成

す
る
も
の
で
す
。

　

企
業
立
地
促
進
助
成
金
は
、

市
の
産
業
用
地
な
ど
を
取
得
し
、

工
場
な
ど
の
新
設
・
増
設
を
行
っ

た
企
業
に
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

宿
泊
施
設
立
地
促
進
助
成
金

は
、
市
の
賑
わ
い
創
出
お
よ
び
都

市
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新

た
に
宿
泊
施
設
を
運
営
す
る
事
業

者
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
で

す
。

　

交
付
式
で
は
、
自
社
の
現
状

や
今
後
の
展
望
、
助
成
金
な
ど

の
活
用
方
法
な
ど
を
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。
交
付
額
は
合
計

4
億
９
２
９
２
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

企業立地促進助成（13社）
・株式会社アイ・オー・データ機器（吉原釜屋町）
・NGKセラミックデバイス株式会社（能美）
・株式会社金沢村田製作所（赤井町）
・株式会社川上鉄筋工業（山口町）
・株式会社 JOLED（岩内町）
・株式会社中東（岩内町）
・株式会社東振精機（寺井町）
・株式会社長登屋（山口町）
・日本ガイシ株式会社（能美）
・日本通運株式会社（能美）
・株式会社日本パーツセンター（粟生町）
・日野トレーディング株式会社（赤井町）
・米田ニット有限会社（山口町）

産業振興奨励助成（４社）
・アイ・ミルク北陸株式会社（吉光町）
・クラスター株式会社（粟生町）
・小松シヤリング株式会社（下清水町）
・株式会社ヨネモリ（灯台笹町）

宿泊施設立地促進助成（１社）
・株式会社スーパーホテル（吉原釜屋町）

市
内
41
町
会
・
町
内
会
と

消
防
活
動
支
援
協
定
を
締
結

　

３
月
21
日
、
能
美
市
消
防
活

動
支
援
協
定
調
印
式
を
辰
口
福

祉
会
館
で
行
い
、
市
内
41
町
会
・

町
内
会
と
消
防
活
動
支
援
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
少

し
て
い
る
中
、
令
和
元
年
に
機

能
別
消
防
団
、
令
和
２
年
に
は

女
性
分
団
を
発
足
さ
せ
、
消
防

力
の
強
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
強
化
・
充
実
の
た
め
、

市
内
の
41
町
会
・
町
内
会
に
組

能美市消防活動支援協定書を取り交わしました

功
績
を
た
た
え

故　

西
田
フ
ジ
子
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

教
育
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
西
田

フ
ジ
子
さ
ん
（
大
成
町
）
に
死

亡
叙
勲
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

左から玄田さん、朝倉さん、元山さん、
本多さん
村本さんは都合により、別日に委嘱状
が伝達されました

　

西
田
さ
ん
は
公
立
小
学
校
の
教

員
や
福
岡
小
学
校
長
な
ど
40
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の

振
興
・
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

織
さ
れ
る
40
団
、
５
９
３
名
の

自
衛
消
防
団
と
市
消
防
団
お
よ

び
市
消
防
本
部
が
連
携
し
、
火

災
か
ら
市
民
を
守
る
新
た
な
体

制
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
行
政
と
民
間

が
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
市
民

の
安
全
安
心
、
生
命
、
財
産
を

守
り
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

荒木祐子さん吉田猛志さん

水
を
吸
い
上
げ
る
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
り
、
火
災
現

場
な
ど
で
従
来
よ
り
も
早

く
放
水
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
防
衛
省
の
補
助

や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
、
車
両
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

最
新
の
資
機
材
と
あ
ら

ゆ
る
感
染
症
対
策
に
配
慮

し
た
高
規
格
救
急
自
動
車

を
寺
井
消
防
署
に
新
し
く

配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
救
急
隊

員
の
負
担
軽
減
や
近
年
増

加
し
て
い
る
女
性
消
防
士

の
活
躍
推
進
に
も
考
慮
し
、

県
内
で
は
初
と
な
る
電
動

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
導
入

し
ま
し
た
。
ボ
タ
ン
操
作

の
み
で
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

の
上
げ
下
げ
が
可
能
で
振

動
が
少
な
い
た
め
、
傷
病

者
へ
の
負
担
も
軽
減
で
き

ま
す
。

　

今
回
、
全
国
の
災
害
に

派
遣
す
る
緊
急
消
防
援
助

隊
に
登
録
し
、
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
を
活
用
し
、

車
両
を
配
備
し
ま
し
た
。

※
敬
称
略
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主
な
で
き
ご
と

大
学
連
携
で
加
賀
丸
い
も
の
魅
力
再
発
見

　

３
月
30
日
、
金
沢
学
院
大
学

の
飯
田
栄
治
教
授
と
学
生
２

名
が
市
役
所
を
訪
れ
、
研
究
成

果
を
井
出
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

学
生
た
ち
は
中
華
、
イ
タ
リ

ア
料
理
店
の
協
力
に
よ
る
調

理
動
画
の
制
作
や
レ
シ
ピ
考

案
、
成
分
分
析
の
結
果
な
ど
に

Ｄ
Ｘ
推
進
の
足
が
か
り
に

Ｉ
o
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
推
進
事
業
報
告
会
を
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会
の
様
子

3
月
29
日
、
北
陸
先
端
科
学

技
術
大
学
院
大
学
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
）
と
の
「
Ｉ
o
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
推

進
事
業
」
の
報
告
会
を
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
地
域
課
題
の
解
決
を

目
的
に
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
学
生
が

研
究
を
行
い
、
Ｉ
o
Ｔ
・
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
解
決
策
の
提
案

を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
株
式
会
社
東
振
精

機
、
株
式
会
社
徳
野
製
作
所
お

よ
び
株
式
会
社
本
螺
子
製
作

所
に
協
力
い
た
だ
き
、
各
社

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
目

指
し
研
究
を
行
っ
た
学
生
5

名
が
、
市
と
企
業
に
向
け
成

果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
学

生
は
市
内
企
業
の
取
り
組
み

や
課
題
を
知
る
機
会
と
な
り
、

企
業
は
作
業
の
改
善
案
や
Ｄ

Ｘ
推
進
の
ア
イ
デ
ア
を
受
け

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
井

出
市
長
は
「
こ
の
事
業
を
通

し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
学
生
が

市
内
企
業
へ
就
職
す
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

活
動
報
告
を
行
う
学
生
た
ち

と
飯
田
栄
治
教
授

健
康
ク
ラ
ブ
開
講
式

　

４
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
寺
井

末
広
健
康
ク
ラ
ブ
、
根
上
は
ま
な
す
健
康

ク
ラ
ブ
、辰
口
健
康
ク
ラ
ブ
〝
ス
マ
イ
ル
〞

の
市
内
3
地
区
の
健
康
ク
ラ
ブ
の
開
講
式

が
各
地
区
で
行
わ
れ
、
多
く
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の
会
長
か

ら
ク
ラ
ブ
員
に
向
け
て
、
１
年
間
の
抱
負

が
力
強
く
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
は
早
速
、

体
操
や
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
で
元
気
に
汗
を
流

し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

３地区の健康クラブはそれぞれ年間 36 回開かれ、クラブ
参加希望者（おおむね 55歳以上）を随時受付しています
問い合わせ　スポーツ振興課（☎58‐2273 FAX 55‐8555）

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
参
加

者
た
ち

明
治
安
田
生
命
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
支
援
機
構
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
教
材
を
寄
贈

学
習
教
材「
小
学
生
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
支

援
機
構
か
ら
学
習
教
材
「
小
学
生
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
の
書
籍
と
、
動
画
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
社
内
浸
透
ア
ニ

メ
セ
ッ
ト
」
の
デ
ー
タ
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
、
同
社
金
沢
総
合
支
社
武
隈
正
樹
支

社
長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
隈
支
社
長
は
「
小
学
校
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
教
育
の

た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
井
出
市
長

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
気
運
を
高
め
る
た
め
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
御
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
頂
い
た
書
籍
は
市
内
小
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

能
美
市
赤
十
字
奉
仕
団
チ
ー
ム
20

募
金
す
る
子
ど
も
た
ち

3
月
12
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
に
対
し
、
能

美
市
赤
十
字
奉
仕
団
チ
ー
ム
20
が
、
ア
ル
ビ
ス
寺
井

店
前
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

18
日
、
集
ま
っ
た
救
援
金
11
万
４
０
１
８
円
が
西

出
紀
代
美
副
委
員
長
、
寺
門
静
江
副
委
員
長
か
ら
日

本
赤
十
字
社
能
美
市
地
区
長
で
あ
る
井
出
市
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

金
澤
清
之
理
事
（
左
）
と

荒
田
稔
理
事

ウクライナ人道危機救援金　集まる善意の心

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
に
対
し
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
え
ん
が
わ
が
「
ふ
れ
あ
い
市
」
で
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
集
ま
っ
た
救
援
金
４
万
４
６
９
０
円

が
荒
田
稔
理
事
、
金
澤
清
之
理
事
か
ら
日
本
赤
十
字

社
能
美
市
地
区
長
で
あ
る
井
出
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ん
が
わ

学習教材の動画
はこちらから

は
く
さ
ん
信
用
金
庫
か
ら
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
品
を
受
納

玉
井
重
治
副
理
事
長
（
左
）
と
井
出
市
長

　

は
く
さ
ん
信
用
金
庫
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
取
り
組
み
で
、
レ
ト
ル
ト
食
品
や
乾

麺
、
缶
詰
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
、
菓
子

な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
、
玉
井
重
治
副
理
事
長
、
竹

本
博
之
常
勤
理
事
、
篠
原
宏
和
辰
口
支
店

長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
玉
井
副
理
事
長
か

ら
「
必
要
と
す
る
方
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
井
出
市
長
に
集
ま
っ
た
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
頂
い
た
品
は
生
活
保
護
世
帯
や

困
窮
世
帯
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
こ
ど
も
食

堂
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。

つ
い
て
発
表
し
た
ほ
か
、
開

発
し
た
加
賀
丸
い
も
ス
ム
ー

ジ
ー
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
健
康
食
品

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
お

い
し
い
以
外
の
切
り
口
か
ら

も
加
賀
丸
い
も
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
」
と
、
魅
力
発
信
へ
の
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

小
松
マ
テ
ー
レ
株
式
会
社
が

マ
ス
ク
４
万
４
１
０
０
枚
を
寄
贈

　

小
松
マ
テ
ー
レ
株
式
会
社
か
ら
自
社
製
の
マ
ス

ク
と
マ
ス
ク
イ
ン
ナ
ー
を
４
万
４
１
０
０
セ
ッ
ト

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
、
同
社
佐
々
木
久
衛
代
表
取
締
役
社

長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市
長
か
ら
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
御
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

佐
々
木
久
衛
代
表
取
締
役
社
長
（
左
）

と
井
出
市
長

日本赤十字社を通して、ウクライナへ届けられます

　

４
月
15
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
に
対
し
、
能

美
市
婦
人
団
体
協
議
会
が
集
め
た
救
援
金
10
万
円
が
、

石
田
晴
美
前
会
長
か
ら
日
本
赤
十
字
社
能
美
市
地
区

長
で
あ
る
井
出
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

能
美
市
婦
人
団
体
協
議
会

石
田
晴
美
前
会
長
（
左
）
と

井
出
市
長
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くらしに関する情報をお知らせします

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、休日窓口での受け取りは事前
にご予約された方のみ可能です。

※交付場所が寺井・根上サービスセンターになっている方で、休日窓口（市
民サービス課）での受け取りを希望される方は、４日前までに市民サービ
ス課へご連絡ください。　

問 /市民サービス課（☎ 58‐2213 FAX 58‐2293）

軽自動車税（全期）、固定資産税・都市計画税（第
１期）、国民健康保険税（第２期）、後期高齢者
医療保険料（第２期）、介護保険料（第２期）、
上下水道料（３月使用分）

※上下水道料は、残高不足などで振替できなか
った場合、６月 15 日（水）に再振替を行います。

11 10広報のみ 2022. ５

お
知
ら
せ

広報のみ 2022. ５

問 /生活環境課（☎ 58‐2217 FAX 58‐2292）

根上翠ヶ丘墓園内に「合葬式墓地」が完成

　近年の核家族化や少子高齢化などの多様化する社会情勢の中、故人の新たな供養の方法として、合葬式墓地（以下、
合葬墓）を整備しました。
　合葬墓とは従来の墓地とは異なり、一つの建物をお墓に見立て、たくさんの方の遺骨を合同で埋葬する新たな形態
のお墓です。納骨（埋葬）後は、合葬墓の管理者（市）が供養や管理をするため、お墓を代々引き継いだり、日々の
管理を行ったりする必要がありません。将来に向けたお墓の維持管理などに不安のある方はご検討ください。
▶ 施設の概要
所在地　　能美市山口町カ 67 番地（根上翠ヶ丘墓園内）
構　造　　鉄筋コンクリート造　平屋建（小屋組木造）
延床面積　90.21 平方メートル
▶ 使用者の資格
・能美市に住所または本籍を有する者
・生前予約の場合、申請時に満 70 歳以上であること
▶ 使用方法
　使用許可を受けた焼骨について、次のいずれかとなります。
①納骨棚で保管（10 年）後、埋葬袋に入れ替えて合同で埋葬
②納骨棚を利用せずに、埋葬袋に入れて合同で埋葬
▶ 使用料金

区分（いずれも１体につき） 金額
①使用許可を受けた日から 10 年間納骨棚での保管を経て、埋葬袋に入れ替えて合同で埋葬
※生前予約の場合は別途５万円必要
※ 10 年間納骨棚での保管後、さらに 10 年間保管を延長する場合は８万円必要

15 万円

②使用許可のあった日から（納骨棚を利用せず）埋葬袋に入れて合同で埋葬 ７万円

上表のほか、希望される方には記名板に付ける墓碑名札（別途３万５千円必要）を用意します。
▶ 使用上の注意事項
・埋葬された焼骨などは返還できません（納骨棚使用時除く）。また合葬墓内への立ち入りはできません。
▶ 申込開始　６月１日（水）９時～　▶ 申込受付　生活環境課、寺井・根上サービスセンター
詳しくは生活環境課までお問い合わせください。

内見会開催のお知らせ
　合葬墓の内見会を以下のとおり開催します。
▶ 日時　５月 20 日（金）13 時 30 分～ 16 時、22 日（日）10 時～ 16 時
※事前予約は不要（ただし、密を避けるため、現地で入場制限を行う場合があります。あらかじめご了承ください。）

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

卒
園
児
に
九
谷
焼
の
記
念
品
を
贈
呈

３
月
に
市
内
の
保
育
園
を
卒
園
し
た
４
０
６
名
の

園
児
た
ち
に
、石
川
県
陶
磁
器
商
工
業
協
同
組
合（
九

谷
陶
芸
村
内
）
か
ら
記
念
品
と
し
て
九
谷
焼
の
湯
飲

み
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
平
成
15
年
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。

3
月
22
日
、
東
浩
一
理
事
長
と
岩
田
克
久
副
理
事

長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
湯
飲
み
に
は
、
い
し
か
わ
動
物
園
で
飼

育
さ
れ
て
い
る
ト
キ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
お
お
き
く
な
あ
れ
」

園
児
た
ち
が
加
賀
丸
い
も
植
え
付
け
体
験

　

４
月
13
日
、
福
岡
保
育
園
の
年
長
組
（
き
く
組
）

28
人
が
、
中
庄
町
の
畑
で
加
賀
丸
い
も
の
植
え
付
け

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
中
庄
町
丸
い
も
娯
楽
会
に
よ
っ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
園
児
た
ち
は
娯
楽
会
の

南
修
二
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、
加
賀
丸
い
も
の
種

芋
を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。
種
芋
に
土
を
か
ぶ
せ
終

わ
っ
た
後
に
は
「
お
お
き
く
な
あ
れ
、
ま
あ
る
く
な

あ
れ
、
お
い
し
く
な
あ
れ
」
と
加
賀
丸
い
も
の
成
長

を
願
い
ま
し
た
。

　

植
え
た
加
賀
丸
い
も
は
秋
に
園
児
た
ち
が
収
穫
す

る
予
定
で
す
。

加賀丸いもの植え付け体験をする園児たち卒園児に贈呈された九谷焼の湯飲み

福
島
こ
ど
も
園
竣
工
式

自
然
豊
か
で
屋
外
遊
び
を
推
進
し
た
新
園
舎

　

４
月
15
日
、
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
「
福
島
こ
ど
も
園
」

の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者

約
30
名
で
新
た
な
園
舎
の
完
成

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

福
島
こ
ど
も
園
は
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
、
能
美
市
初
の
民

間
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
、
旧
園
舎
で
運
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
新
園
舎
は
、
木
造

平
屋
建
て
で
、
広
い
園
庭
と
中

庭
に
配
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
、
広

い
ピ
ロ
テ
ィ
な
ど
、
屋
外
遊
び

を
大
切
に
し
た
保
育
の
実
現
に

向
け
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
田
圭
吾
園
長
は
「
こ
の
園

舎
で
し
か
で
き
な
い
保
育
を
行

い
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
交
流
拠

点
に
も
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

園
の
定
員
は
75
名
で
、
５
月

２
日
か
ら
新
園
舎
で
の
保
育
が

始
ま
り
ま
す
。

自然豊かなビオトープ

福島こども園の新園舎

イメージ


